
千
里
第
二
小
学
校
も
の
が
た
り
(
三
)

編
集
部

今
回
は
昨
年
が
創
立
制
周
年
で
あ
っ
た
我
母
校
，
千
里

第
二
小
学
校
の
記
念
式
典
が
昨
年
十

一
月
十
四
日
(
土
)

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
の
で
そ
の
様
子
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

千
里
山
会
の
多
く
の
方
が
生
ま
れ
育
っ
た
千
里
山
線

の
西
側
地
区
は
昭
和
四
十
三
年
よ
り
千
里
第
三
小
学
校

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
千
三
小
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

「
思
い
出
の
先
生
シ
リ
ー
ズ
」
は
，
小
山
健

一
先
生
と

西
田
慶
二
先
生
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
年
も
年
代
が
違
う
と
思
い
出
の
先
生
方
も
殆
ん
ど
変

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
今
ま
で
取
り
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
先
生
方
も
半
分
以
上
の
方
々
に
と
っ
て
馴
染

み
が
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
広
い
年
代
に
渡
っ
て
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
，
今
ま
で
と
異
な
っ
た
年

代
の
方
々
に
も
当
時
の
先
生
の
ご
紹
介
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

千
二
小
創
立
加
周
年
記
念
式
典
開
催
さ
れ
る

昨
年
の
十
二
号
千
里
山
会
会
誌
で
で
も
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
，
昨
年
の
十

一
月
十
四
日
(
土
曜
日
)

に
吹
田
市
立
千
里
第
二
小
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
朝
は
前
日
よ
り
の
雨
が

残
っ
て
お
り
ま
し
た
が
，
い
よ
い
よ
式
典
が
始
ま
る
十
時

に
は
カ
ラ
っ
と
晴
れ
上
が
り
，
絶
好
の
日
和
と
な
り
ま
し

た
。
会
場
と
な
る
体
育
館
に
は
四
年
生
以
上
の
高
学
年
の

生
徒
さ
ん
た
ち
が
出
席
。
矢
橋
校
長
先
生
の
ご
配
慮
で
千

里
山
会
の

一
部
メ
ン
バ
ー
が
こ
の
式
典
へ
の
参
加
を
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
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来
賓
席
に
は
阪
口
吹
田
市
長

・
山
本
吹
田
市
議
会
議

長
・
藤
村
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
日
名
の
府
会
議
員

・
吹

田
市
教
育
委
員
会
関
係
者
の
方
々
，
幻
名
の
学
校
関
係
者

の
方
々
に
続
き
，
日
名
の
地
域

・
卒
業
生
の
グ
ル
ー
プ
の

中
に
千
里
山
会
か
ら
山
本
平
八
郎
様
(
日
回
生
)
・
浅
野

倉
平
様
(
初
回
生
)
・
樺
山
翠
様
(
旧
姓
三
笠

M
回
生
)
・

瀧
梢
様
(
旧
姓
大
森
何
回
生
)
・
萩
原
直
大
様
(
幻
回

生
)
の
5
人
が
招
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
，
歴
代
P
T
A

役
員
及
び
現
在
の
役
員
の
方
々
(
日
名
)
と
ソ
フ
ト
ボ
l



ル
や
卓
球
等
子
ど
も
た
ち
の
課
外
活
動
を
指
導
さ
れ
て

い
る
講
師
の
方
々
が
並
び
，
川
名
近
く
に
及
ん
で
い
ま
し

た
。

正
門
に
掲
げ
ら
れ
た
当
日
の
看
板

創
立
八
十
周
年
記
念
式
典
報
告

当
日
は
来
賓
祝
辞
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
あ
る
阪
口

吹
田
市
長
様
は
，
謝
辞
の
終
わ
り
部
分
で
東
京
・
千
里
山

会
の
活
躍
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

今
日
の
こ
の
式
典
に
千
里
山
会
か
ら
玉
名
も
の
会
員

が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
，
改
め
て
地
元
に
お
け
る
千
里

山
会
の
存
在
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
来
賓
と
し
て
祝
辞
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
言
う
栄
誉
ま
で
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
十
年
後
は
千
里
第
二
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
こ
の
千
里
山
会
が
存
続
し
，
よ
り

発
展
し
な
け
れ
ば
の
思
い
に
耽
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
山
本
平
八
郎
様
主
宰
の
「
ち
さ
と
会
」

再
生
及
び
千
里
山
線
を
跨
い
だ
橋
の
設
置
願
い
が
阪
口
吹

田
市
長
・
藤
村
衆
議
院
議
員
参
加
の
元
に
企
画
さ
れ
，
千

里
山
在
住
の
四
十
名
ほ
ど
の
方
が
千
二
小
図
書
館
に
お

集
ま
り
で
し
た
。
式
典
が
少
し
延
び
た
こ
と
か
ら
阪
口
市

長
欠
席
と
な
り
ま
し
た
が
，
「
ち
さ
と
会
」
の
新
た
な
発

足
と
，
今
後
，
東
京
・
千
里
山
会
と
の
交
流
を
通
し
て
相

互
の
発
展
を
望
み
，
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

式
次
第

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
(
生
徒
の
金
管
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
)

「
校
歌
」
「
夢
を
か
な
え
て
ド
ラ
え
も
ん
」

一
.
開
会
の
言
葉

一
.
校
歌
斉
唱

一
.
校
長
式
辞

一
.
来
賓
挨
拶

吹

田

市

長

阪

口

善

雄

様

吹

田

市

議

会

議

長

山

本

力

様

吹
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長
田
口
省

一
様

千

里

山

会

を

代

表

し

て

萩

原

直

大

様

一
.
来
賓
紹
介

一
.
祝
電
披
露

一
.
目
録
贈
呈

一
.
千
二
小
の
今
む
か
し

宮
地
和
俊
氏
(
元
校
長
・
卒
業
生
)

原
敬
幸
氏
(
元
P
T
A
会
長

・
卒
業
生
)

松
田
英
子
教
諭
(
本
校
教
諭

・
卒
業
生
)

一
.

実

行

委

員

会

謝

辞

委

員

長

坂

元

正

和

様

一
.
全
員
合
唱
「
あ
り
が
と
う
」

一
.
閉
会
の
言
葉
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千
里
山
会
を
代
表
し
て
祝
辞
を
述
べ
る
萩
原
氏
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創
立
八
十
周
年
記
念
事
業

1
.
記
念
品
の
設
置

大
型
時
計
(
正
門
横
)

2
台
設
置

2
.
記
念
イ
ベ
ン
ト

バ

ル

ー

ン

リ

リ

ー

ス

運

動

会

後

十

月

四

日

3
.
航

空

写

真

撮

影

撮

影

十

一
月
二
十
四
日

4
.
記
念
式
典
開
催
及
び
記
念
品
の
配
布

D
V
D
の
製
作

七
月
二
十

一
日

旧
校
舎
正
門
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吹
田
市
立
千
里
第
三
小
学
校
の
紹
介

昭
和
二
十
年
代
後
半
よ
り
始
ま
っ
た
千
里
山
駅
と
千

二
小
の
問
の
北
側
丘
陵
の
開
発
も
，
遅
々
と
し
て
進
ん
で

い
な
か
っ
た
も
の
が
三
十
年
に
入
る
と
本
格
的
に
始
ま

り
，
そ
の
数
年
後
に
は
相
当
数
の
公
団
ア
パ
ー
ト
に
変
貌

し
ま
し
た
。
と
同
時
に
郊
外
学
園
周
辺
等
の
開
発
も
始
ま

り
，
急
激
な
千
里
山
の
人
口
増
加
・
千
二
小
の
学
童
増
加

を
伴
い
，
昭
和
四
十
三
年
四
月
よ
り
阪
急
千
里
山
線
の
東

西
を
分
離
し
，
東
側
を
従
来
の
千
里
第
二
小
学
校
校
区
，

そ
し
て
西
側
に
は
，
千
里
第
三
小
学
校
が
創
建
さ
れ
ま
し

た。
そ
の
後
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と

昭
和
四
十
三
年
四
月

一
日

千

二
小
の
三
年
生
以
下
の

う
ち
千
里
山
線
の
西
側
に

住
む

4
8
8
名
の
学
童
・
日

名
の
教
職
員
が
千
三
小
に

移
籍
。
但
し
新
校
舎
完
成
ま

で
千

二
小
の
木
造
校
舎
で

授
業八

月
二
十
日
に
完
成
し
た

九
月
二
日

新
校
舎
で

二
学
期
始
業
式

の
日
よ
り
新
た
な
地
の
新

校
舎
で
授
業
開
始

プ
ー
ル
・
体
育
館
が
次
々
完

成
校
章
も
決
定

四
十
七
年
二
月
二
十
五
日
校
歌
制
定

四
十
八
年
三
月
十
七
日
千
三
幼
稚
園
併
設

五
十
二
年
三
月
十
八
日
創
立
十
周
年
記
念
式
典

挙
行

五
十
四
年
四
月
一
日
千
三
小
す
ら
マ
ン
モ
ス
化

し
，
春
日
町
，
下
新
田
，
千

里
山
西
六
丁
目
を
分
離

第
二
理
科
室
，
職
員
更
衣
室

校
務
員
室
，
第
二
音
楽
室
等

改
造
完
工

養
護
学
級
開
設

そ
の
後
，
平
成
に
入
っ
て
か
ら
も
大
規
模
改
修
工
事
は

続
き
，
低
学
年
用
図
書
館
や
運
動
場
の
改
修
工
事
，
給
食

調
理
場
，
多
目
的
室
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
が
完
工
し
ま

し
た
。

ピ
ー
ク
時
に
は
，

昭
和
四
十
四
年
六
・
七
月
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1
5
6
0
名
を
越
す
児
童
が
在
籍
し



た
が
，
本
年
度
は

8
8
2
名
の
児
童
数
に

5
8
名
の
教
職

員
数
(
本
年
5
月
1
日
現
在
)
で
す
。

吹
田
市
立
千
里
第
三
小
学
校
の
所
在
地

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
西
二
丁
目

二
ニ
番

一
号

校
長
先
生

博
様

福
田

本
校
の
教
育
目
標

望
ま
し
い
人
間
像
を
め
ざ
し
て

自
ら
考
え
，
正
し
く
判
断
し
行
動
す
る
子
ど
も

現
通
学
区
域

吹
田
市
千
里
山
西

一
丁
目

1
五
丁
目

円
山
町

・
江
坂
町
五
丁
目
の
全
域

千
里
山
竹
園
町

一
丁
目
の
大
半

校
歌

作
曲

木
島
憲
次
先
生

一
.
ひ
び
く
こ
だ
ま
は
千
里
の
山
に

み
ど
り
に
映
え
る
明
る
い
ひ
と
み

お

は

よ

う

共

に

手

を

と

っ

て

み

ん

な

の

笑

顔

は

歌

い

出

す

行

こ

う

明

日

に

つ

づ

く

丘

二
.
風
は
走
る
よ

き
た
え
る
校
庭
に

大
地
に
広
く

み
ん
な
の
か
ら
だ
は

歩
こ
う
た
ゆ
ま
ず

三
.
伸
び
る
若
竹

あ
し
た
を
ひ
ら
く

仲
良
く
か
た
を

進
も
う
未
来
の

讃
え
よ
う

光
は
お
ど
る

か
が
や
く
ひ
と
み

輸
に
な
っ
て

う
た
い
だ
す

遠
い
道
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日
本
の
力

希
望
の
ひ
と
み

く
み
あ
っ
て

青
い
空

讃
え
よ
う

千
里
第
三
小
学
校


